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16/3789 あしひきの 山縵
かづら
の児 今日行くと 我に告げせば 帰り来ましを 二
【原文】足曳之 山縵之児 今日往跡 吾尓告世婆 還来麻之乎 二
16/3790 あしひきの 山縵
かづら






























































































11/2507 玉桙の 道行き占に 占なへば 妹に逢はむと われに告りつる






























































































の児 今日行くと 我に告げせば 帰り来ましを
（直訳）（あしひきの）山縵の児が今日行方不明になりましたと、もし（誰かが）私に告げてくれていたな
らば、この児は生きて（山から）家に帰って来る結果になっていたであろうに。
（意訳）山縵の児が「今日」行方不明になりましたと、もし誰かが「行方不明になったその日のうちに」
私に告げてくれていたならば、私は直ちに事の重大性と緊急性を察知して捜索を開始し、あらゆ
る手立てを尽くしてこの娘を探し出し、自殺を思い留まらせ、結果として娘はきっと生きて山か
ら家に帰って来ることになっていたであろう．．．娘を死なせてしまったのはひとえに娘の行方不
明を知ったのが遅すぎたからで、もっと早く知っていればきっと死なせずにすんだだろうと思う
と残念でならない。
このように解釈すると前節で指摘した四つの問題点はすべて解消する。以下、このことを検証していこ
う。まず第一の問題点は、自殺する人が果たして「今日死にに行きます」と予告するかどうかという疑問
であったが、新しい解釈では「娘が今日行方不明になりました」と娘の身内や親密な友人などが告げると
いう想定であるから疑問は生じない。よって、第一の問題点は解消する。
次に第二の問題点は、第三句の「今日行く」がもし娘の死ぬ前の予告であるならば「今日行かむ」と意
志・推量の助動詞「む」が用いられるはずだという点であるが、新しい解釈では「今日行く」は娘が行方
不明になった後
・
の報告であるから「む」が付く必要はなく、第二の問題点もまた解消する。
第三の問題点は、①から④の解釈ではなぜ第三句に「今日」という語が用いられているのか理解できな
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いという点であったが、新しい解釈では「今日」は「行方不明になったその日のうちに」という意味であ
り、この語こそがこの歌の最も重要なキーワードであることが理解できるのである。
第四の問題点は、結句「帰り来ましを」の主語を「男」と見て「男が女を助けて帰って来る」とする⑤
の解釈には無理があるというものであったが、新しい解釈では「帰り来る（還来）」の主語は「娘」であ
り「娘が（生きて山から）帰って来る」という解釈であるから、第四の問題点もまた解消する。ちなみ
に、新しい解釈では、第三句の原文「今日往跡」の「往＝山に行く」と結句の原文「還来麻之乎」の「還
＝山から帰る」の主語は共に「娘」であり、いわば対句的なはたらきをしている。①から⑤の解釈だと、
片方の主語は娘で他方は男であるからこうはいかない。
最後に次の点に触れておきたい。新しい解釈によれば、この歌の作者は、もしその日のうちに娘の行方
不明を知ったならば娘はきっと生きて帰って来ただろうという強い確信を抱いているように見える。この
確信は一体どこから来るのだろうか。この問いには、第三番目の男が詠んだ3790番歌（第１節を参照）が
答えてくれる。3790番歌は、娘が行方不明になった後に人々が捜索に出かけた時、この歌の作者もみずか
ら捜索に参加して最終的に娘の死に場所を突き止め、「この娘はいったいどんなルートを辿って一人でこ
んな山深い所まで来たのだろうか」と疑問に思い、この気持ちを歌にしたものである。この歌から、娘は
予め決めておいた死に場所に直行してすぐ入水自殺したのではなく、大人の男たちでさえ「どこをどう
通ってここまで来たのか」と不思議に思うほど山深くまで入り込み、長い間さ迷った挙句に入水自殺した
ことがわかる。このことは、もし行方不明になってすぐに捜索を開始していたら入水自殺する前に娘を探
し出せた可能性を強く示唆しており、おそらくこのことが第二番目の男の歌（3789番歌）のあの強い確信
につながっているのであろう。
４．おわりに
本論文では、万葉集3789番歌に関する従来の解釈について再検討を行い、新しい解釈を提案した。主な
ポイントは次の三つである。第一に、第三句の「今日行く」は「今日これから死にに行きます」という自
殺の予告内容ではなく「今日（娘が）行方不明になりました」という事後報告であること。第二に、第四
句の「我に告げ」は「娘が私に告げる」ではなく「誰か（娘の身内や友人など）が私に告げる」という意
味であること。第三に、結句の「帰り来」は「男（歌の作者）が帰って来る」ではなく「娘が生きて山か
ら帰って来る」ことを意味すること。以上のような解釈が妥当なものであるかどうか、多くの方々のご批
判をあおぎたい。
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